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資 源 ・ 環 境 と 会 計 情 報

一 環境会計の歴史的発展を中心に

小 林 篤 義

（市立大月短期大学）

Ｉ 環境問題の発生と環 境会計の生成

企 業 環 境 を め ぐる 各 種 の 問 題 が、 近 年 非 常 に 重 視 さ れ て い る。 企 業 環 境 に 関 する 間 題 に は、

従 業 員 問 題 を は じ め地 域 住 民、 取引 先、 消 費 者 間 題 な ど 種 々 様 々 な もの が あ る が、 こ の う ち 今

日 も っ と も ク ロ ー ズ ・ ア ッ プ さ れ て い る の が、 自 然 環 境 保 護 の 問 題 で あ る。

か っ て は想 像上 の 産 物 で あ っ た 酸 性 雨、 地 球 温 暖 化、 オ ゾ ン層 破壊、 熱 帯 雨 林 減 少、 海 洋 汚

染 と いっ た地 球 規 模 の 自 然 環 境 の 破 壊 が、 っ ぎつ ぎと 現 実 化 して き て おり、 い ま 企 業 は そ れ に

対 す る 真 剣な 対 応 を 迫 ら れ て い る。

歴 史 を ふ り 返 っ て み れ ば、 人 類 は 経 済 発 展 を 基 礎 に して、 今日 の文 化 的 な 生 活 を 築く よ う に

な っ た わ け だ が、 こ の 経 済 発 展 は 自 然 を 集 中 的 に 利 用 す る こ と に よ っ て 行 な わ れ て き た。 そ し

て、 そ れ は 一 方 で、 環 境 問 題 と 資 源 間 題 を も た ら す こ と に な っ た。

今 日、 人 類 に よ る 自 然 環 境 の 利 用 が 間 題 と な っ て い る が、 そ の 出 発 点 と な っ た の は か っ て の

「公 害 問 題」 で あ る。 現 代 で は、 そ れ が 発 展 した 形 の 地 球規 模 で の 環 境 危 機 が 叫 ば れ て お り、

さ ら に 資 源 枯 渇 の 危 機 が し の び 寄 っ て き て い る。

こ こ で、 自 然 環 境 か ら 企 業 へ の 物 質 ・ エ ネ ル ギ ー の 抽 入 （ｉｎｆｌｏｗ） を 対 象 と す る の が 「資

源 問 題」 で あ り、 企 業 か ら 自 然 環 境 へ の 廃 棄 物 ・ エ ネ ル ギ ー の 排 出 （ｏｕｔｆｌｏｗ） を 対 象 と す る

の が 狭 い 意 味 の 「環 境 問 題」 であ る。 し か し、 本 稿 で は 「環 境 間 題」 を 広 く と ら え、 「資 源 問

題」 を 「環 境 間 題」 に 含 め て 考 え て い く こ とに す る。

以 上 指 摘 し た よ う な 経 済 発 展 と 環 境 保 護 とい う 二 者 択 一 的 な 問 題 は、 現 在 人 類 に と っ て 避 け

る こ と の で き な い 緊 急 課 題 と な っ て い る。 そ し て、 企 業 が 環 境 保 護 を 前 提 に 継 続 して 発 展 を 続

け る た め に は、 外 部 報 告 と 内 部 管 理 両 面 で の、 こ の よ う な 環 境 考 慮 を 織 り 込 ん だ会 計 情 報 の 提

供 が ど う し て も 必 要 と な っ た。

す な わ ち、 そ れ に よ り 株 主 や 債 権 者 な ど の外 部利 害 関 係 者 は 企 業 の 環 境 保 護 の た めの 努力 状
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況 を 判 断 し・ 経 営 者 な どの 内 部 利 害 関係 者 は 企 業 の 環 境 保 護 活 動 を 実 施 す る た め の 指 針 が 得 ら

れ 乱 そ し て、 こ の よ う な 新 し い会 計 が、 環 境 会 計 の 実 体 を 構 成 す る こ とに な っ れ

１Ｉ 環境会計の歴史的 発展

１． 環 境 会 計 の 萌 芽 期

公 害 間題 は 日 本 が 第 二 次 世 界 大 戦 に よ る 敗 戦 か ら立 ち 直 り、 経 済 が 復 興 し て 高 度 成 長 を 遂 げ

た １９６０ 年 代 に 顕 在 化 し た もの で あ る。 こ れ は 重 化 学 工 業 を 中 心 と す る 高 度 経 済 成 長 に よ っ て

も た ら さ れ た 歪 み が、 一 気 に 噴 き 出 し た も の と 考 え ら れ る。

一 方・ 当 時ア メ リカ で は、 公 害 問 題 と と も に 少 数 民 族 出 身 者 の 雇用 が 乏 し い こ と
、 ま た 彼 等

の 経 営 す る 企 業 に対 し て の 金 融 機 関 に よ る 融 資 の 拒 否・ 黒 人・ ユ ダ ヤ 人 ・ 女 性 等 の 企 業 内 に お

け る 昇 進 の 制 限 等 に よ り、 企 業 責 任 の 追 及 が 盛 ん に 行 な わ れて い た。

こ の よ う な 状 況 の 下 で、 会 計 の 分 野 か ら の 間 題 解 決 と し て は、 企 業 社 会 会 計 （ｃｏｒｐｏｒａｔｅ

ｓｏｃｉａ１ ａ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） と 社 会 責 任 会 計 （ｓｏｃｉａ１ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ ａ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） の 提 唱 が 注 目 さ れ

る
。

企 業 社 会 会 計 は、 企 業 活 動 ・ 公 害 保 全 活 動 な ど を す べ て 貨 幣 数 値 で測 定・ 開 示 し よ う と す る

も の で、 リ ノ ウ ズ、 ア プ ト、 エ ス テ ス ら に 代 表 さ れ る が、 社 会 的 コ ス ト ・ ベ ネ フ ィ ッ ト 概 念 の

不 明 確 さ や 貨 幣 的 測 定 の 困 難 さ の た め 瓦 解 し た。

一 方、 社 会 責 任 会 計 は、 現 行 の 企 業 会 計 を 基 礎 と し て、 そ こ で 把 握 で き な い公 害 問 題・ 従 業

員 福 祉 問 題 ・ 消 費 者 問 題 な どを 貨 幣・ 物 量 ・ 叙 述 形 式 で 測 定 ・ 開 示 しよ う と す る もの で、 イ ギ

リ ス の 付 加 価 値 計 算 書 ・ 従 業 員 報 告 書、 ドイ ツ の 社 会 貸 借 対 照 表 ・ 創 造 価 値 計 算 書、 フ ラ ンス

の ビ ラ ン ・ ソ シ ア ル な ど に 代 表 さ れ る。

ま た こ の 時 期、 地 域 社 会 会 計 の 視 点 か ら、 黒 沢 清 教 授 の 「Ｃｏｍ ｍｕｎｉｔｙ Ｂａｌａｎｃｅ Ｓｈｅｅｔ１〕」、

ラ グ ル ス の 「地 域 を エ ン テ ィ テ ィ と す る 会 計２〕」 が 提 唱 さ れ て い る の が 注 目 さ れ る。

し か し、 こ の 両 タ イ プ の 社 会 会 計 の 重 要 テ ー マ で あ っ た は ず の 環 境 間 題 に 対 す る 関 心 は・

１９７２ 年 の ス ト ッ ク ホ ル ム で の ｒ人 間 環 境 会 議」 を 機 に、 次 第 に 停 滞 し、 環 境 関 連 的 会 計 に 対

す る 関 心 も
、 次 第 に 停 滞 し て い っ た。 こ れ は、

主 に １９７４ 年 と １９７９ 年 の 二 度 に わ た る オ イ ル ・

ショ ッ ク な ど に 代 表 さ れ る 世 界 的 不 況 に よ る も のと 考え ら れ る が
、 以 後 環 境 保 護 「冬 の 時 代」

が 到 来 す る こ と と な る。 こ の 時 期 レイ チ ェ ル ・ カ ー ソ ン の 「沈 黙 の 春」 （Ｓｉｌｅｎｔ Ｓｐｒｉｎｇ）、

ロ ー マ ク ラ ブ の 「成 長 の 限 界」 （Ｌｉｍｉｔｓ ｔｏ Ｇｒｏｗｔｈ） が 出 版 さ れ、 次 の 時 代 （地 球 環 境 の 時

代） へ の 貴 重 な 遺産 とな る。

２． 環 境 会 計 の発 展 期

１９８０ 年 代 後 半 に 入 っ て、 地 球 の 環 境 破 壊 が 現 実 的 な も の と な っ た。 酸 性 雨、 オ ゾ ン 層 破 壊、
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地 球 温 暖 化 な ど の 広 域 な 「環 境 間 題」 に 関 心 が 集 ま る よ う に な っ た。 地 球 規 模 で の 環 境 間 題 に、

世 界 が 初 め て 注 目 す る よ う に な っ た の は、 １９８９ 年 の ア ラ ス カ 沖 で の バ ル デ ィ ー ズ 号 に よ る 原

油 流 失 事 件 で あ ろ う。

こ こ で 注 意 を 要 す る の は、 「環 境 間 題」 は 「公 害 間 題」 よ り 広 い 地 理 的 範 囲 に 関 係 し、 被 害

の 顕 在 化 に 要 す る 時 間 が 長 い の で、 対 処す る 方 法 が 異 な る こ と で あ る。 す な わ ち、 環 境 問 題 は

そ れ が 複 数 の 国 さ ら に は 地 球 規 模 で 発 生す る も の で あ る か ら、 一 国 の み で は 間 題 へ の 対 応 は 不

十 分 で あ り、 関 係 国 の 合 意 に 基 づ い た 国 際 的 対 応 が 必 要 に な っ て く る。 ま た 環 境 問 題 は 被 害 の

顕 在化 に 要 す る 時 間 が 長 い の で、 そ の 主 た る 発 生 源 で あ る 企 業 は、 こ れ に 持 続 的 に 対 応 し て い

く 必 要 が あ る。

こ の 時期、 こ の よ う な 困 難 な 環 境 問 題 に 企 業 会 計 と し て 対 応 す る た め、 イ ギリ スや ドイ ッ 語

圏 を 中 心 に、 新 し い ア プ ロ ー チ で あ る い わ ゆ る 「環 境 会 計 （Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ Ａ ㏄ ｏｕｎｔｉｎｇ）」

が 展 開 さ れ た。

ｌｌ〕 イ ギ リ ス を 中 心 と す る 環 境 会 計

企 業 環 境 の 変 化 に 伴 い、 伝 統 的 ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ の 拡 充 と し て 「社 会 的 ア カ ウ ン タ ビ リ

テ ィ」 が 主 張 さ れ る よ う に な っ た。 す な わ ち、 企 業 は 従 来 の 株 主 や 債 権 者 ば か り で な く、 自 然

環 境 に 対 し て も ア カ ウ ン タ ビ リ テ ィ が 存 在 す る と し て・ そ れ を も 取 り 込 ん だ 会 計 が グ リ ー ン ・

ア カ ウ ン テ ィ ン グ （Ｇｒｅｅｎ Ａ ㏄ｏｕｎｔｉｎｇ） と し て 展 開 さ れ る よ う に な っ た。

こ の 領 域 で 最 初 に 注 目 さ れ る の は、 １９８９ 年 に 発 表 さ れ た 「 ピ ア ー ス 報 告３）」 で あ る。 こ れ は、

当 時 ピ ア ー ス （Ｄ． Ｐｅａｒｃｅ） が イ ギ リ ス の 環 境 省 に 対 す る 報 告 書 と し て 作 成 し た も の で あ っ た

が、 主 と し て環 境 間 題 と 経 済 と の 関 わ り が 問 題 と さ れ て い る。 こ の 「報 告」 の 中 心 部 分 は、 ①

「持 続 可 能 な 開 発」 （第 Ｖ 章 参 照） の 理 念 と ② 「資 本 の分 類」 な ど で あ る。

こ の 「ピ ァ ー ス 報 告」 に 応 え る 形 で １９９０ 年 グ レ イ （Ｒ． Ｇｒａｙ） は、 著 書 “ 〃ｅ Ｏ ｍｅｎ伽ｇ ｏグ

λ ㏄ｏｍｍ吻ｍＣゾ を 発 表 し て い る４）
。 こ れ は、 環 境 問 題 を 企 業 の 会 計 領 域 に 適 用 し た も の で あ る。

そ の 主 張 の 要 点 は、 ① 伝 統 的 会 計 の 批 判、 ② 内 部 会 計 惰 報 シ ス テ ム お よ び ③ 外 部 報 告 シ ス テ

ム か ら 構 成 さ れ て い る。

① で は、 環 境 問題 に対 応 し て い く 際 に、 伝 統 的 な 会 計 は部 分 的 性 格 し か も た な い の で、 こ れ

に 社 会 的 次 元 を 追 加 す る 必 要 が あ る と し、 ま た シス テ ム 的な ア プ ロ ー チ を 行 な う こ と を 提 唱 し

て い る。

② で は、 環 境 方 針 の 樹 立 や 環 境 部 門 の 設 置、 遵 守 度 監 査 ・ 倫 理 監 査 ・ エ ネ ル ギ ー 監 査 な ど

の 監 査 の 重 要 性 が強 調 さ れ て い る。 一 方 資 本 を 人 工 資 本・ 自 然 資 本 お よ び 枯 渇 性 資 本 の ３ っ に

分 類 し、 資 本 の 維 持 につ い て 検 討 し て い る の が 注 目 さ れ る。

③ で は、 国 連 イ ニ シ アテ ィ ブ が参 考 に さ れ、 組 織 の 環 境 方 針、 環 境 関 連 支 出、 環 境 偶 発 債

務 な ど 年 次 報 告 書 に 記 載 す べ き事 項 が 列 挙 さ れ て い る。

さ ら に グ レ イ は、 １９９３ 年 に 新 著 “λ ㏄ｏ伽 伽 ｇ カ７ 肋ｅ 亙ｍ 伽 ㎝ ｍ ｍ ” で 環 境 会 計 を ３ 領 域 に
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分 け、 次 章 に 見 ら れ る よ う な 段 階 的 展 開 を 行 な っ て い る５〕
。

１２〕 ドイ ッ 語 圏 を 中 心 とす る環 境 会 計

一 方、 １９８０ 年 代 か ら ９０ 年 代 に か け て、 ドイ ツ、 ス イ ス、 オ ー ス ト リ ア、 ス ウ ェ ー デ ン 等 で

幾 つ か の タ イ プ の 違 う 環 境 会 計 が 提 唱 さ れ た６）
。

第 １ に 環 境 原 価 計 算 （Ｕ ｍ ｗｅ１ｔｋｏｓｔｅｎｒｅｃｈｎｕｎｇ） が 挙 げ ら れ る。 こ れ は 限 界 計 画 原 価 計 算

に 環 境 面 で の 考 慮 を 加 え て 改 良 を 施 し た も の で、 ケ ル ン 大 学 の ク ロ ー ク （Ｊ． Ｋｌｏｏｃｋ） に よ っ

て 提 唱 さ れ た。

第 ２ に 定 性 的 エ コ バ ラ ン ス が 挙 げ ら れ 乱 こ れ は ベ ル リ ン エ 科 大 学 お よ び ペ ル リ ン エ コ ロ

ジ ー 経 済 研 究 所 （ＩＯＷ） がそ の 開 発 の 中 心 と な っ て お り、 各 環 境 負 荷 の 物 量 レ ベ ル に お け る

一 定 の 手 続 き に 従 っ た、 継 続 的 ・ 包 括 的 ・ エ コ ロ ジ カ ル な 評 価 を 本 質 と す る。

定 性 的 エ コ バ ラ ン ス は、 通 常、 全 体 経 営 計 算 書、 プ ロ セ ス 計 算 書、 製 品 計 算 書 な ど よ り 構 成

さ れ る。 各 計 算 書 に お い て、 イ ン プ ッ ト と ア ウ ト プ ッ ト は 各 物 量 単 位 ご と に 測 定 し、 数 量 的 評

価 は 排 除 さ れ、 最 終 的 に は 質 的 評 価 （ＡＢＣ 評 価 な ど） が 行 な わ れる。

そ し て、 第 ３ に 定 量 的 エ コ バ ラ ン ス が 挙 げ ら れ る。 こ れ は ス イ ス の ミ ュ ラ ー ・ ヴ ェ ン ク （Ｒ．

Ｍ 剛１ｅｒ・Ｗ ｅｎｋ） に よ っ て 提 唱 さ れ た 「エ コ ロ ジ ー 簿 記」 （６ｋｏ１ｏｇｉｓｃｈｅ Ｂｕｃｈｈａ１ｔｕｎｇ） を 基 礎

に 発 展 し た 定 量 的 計 算 シ ス テ ム で あ り、 次 章 で 詳 論 す る。

皿 環境会計の現代的手法

１．
グ レ イ の 環 境 会 計

１９９３ 年、 グ レイ は 新 著 “λ ㏄ｏ〃ｍ 肋 ｇ カτ 肋ｅ 肋 〃伽ｏｍｍｅｍ〆 の な か で、 環 境 会 計 を ３ っ の 領

域 に 分 け、 段 階 的 展 開 を 行 な っ て い る。

第 １ 段 階 は、 伝 統 的 会 計 の 中 へ の 環 境 会 計 の 導 入 （内 部 会 計 領 域） で あ る。 こ れ は企 業 内 部

にお ける 環 境 会 計 で あ り、 環 境 方 針 と ＬＣＡ （ライ フ サイ ク ル 分 析） が 強 調 さ れ て い る。 環 境

方 針 は 企 業 独 目 の も の も あ れ ば、 公 表 さ れ て い る 「環 境 憲 章」 た と え ば 「バ ル デ ィ ー ズ 原

則」 ・ 「国 際 商 業会 議 所 （ＩＣＣ） の 環 境 憲 章」 ・ 「イ ギ リス 経 営 者 協 会」 な ど の 利 用 が 考 え ら

れ る７）
。 ＬＣＡ に っ い て は、 ① ラ イ フ サ イ ク ル 目 録 ② ラ イ フ サ イ ク ル ・ イ ン パ ク ト 分 析 ③ ラ

イ フ サ イ ク ル 改 善 分 析 の ３ つ の ス テ ッ プ に つ い て 説 明 し て い る８）
。

第 ２ 段 階 は、 改 革 的 環 境 会 計 （外 部 報 告 領 域） で あ る。 こ れ は 企 業 の 外 部 報 告 と して の 環 境

会 計 で あ り、 財 務 報 告 と 非 財 務 報 告 に よ る も の に 分 類さ れ る。

（１） 財 務 報 告 に よ る も の

こ こ で は、 ＢＳ０／ＯＲＩＧＩＮ 社 の 環 境 付 加 価 値 計 算 書 と 国 連 イ ニ シ ア テ ィ プ （第 Ｖ 章 参 照） が

重 視 さ れ て い る。 前 者 は、 付 加 価 値 と 環 境 要 因 と を う ま く 組 み 合 わ せ た も の だ、 と し て い る９）
。

す な わ ち
、 付 加 価 値 は 環 境 劣 化 の 犠 牲 の も と で 達 成 さ れ る の で、 実 際 の 付 加 価 値 を 知 ろ う と す
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れ ば、 生 態 価値 を控 除 し な け れ ば な ら な い。 同 社 で は 最 初 環 境 要 因 を 物 量 値 で 把 握 し、 「限 界

コ ス ト」 概 念 を 使 っ て 金 額 化 し て い る。

計 算 式 を 示 す と，

① 「環 境 影 響 コ ス ト」 一 「環境 支 出」 ＝ 「控 除 価 値」

（繁 謡） （萎駝鱗）（欝躯隻葡
② 「付 加 価 値」 一 「控 除価 値」 ＝ 「純 付 加 価 値」

こ の純 付加 価 値 は、
企 業 の 社 会 的 成 果 に 近 い 財 務 数 値 で、 社 会 的 利 益 と も 考 え られ る。

他 方 グ レ イ は、 国 連 イ ニ シ ア テ ィ ブ を 「企 業 が 従 事 す べ き 環 境 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャ ー の タ イ プ

と して は、 詳 細 な 勧 告 で あ る」 と 評 価 し、 そ の 勧 告 に よ っ て、 「取 締 役 報 告」 と 「財 務 諸 表 注

記」 で 報 告 す べ き 事 項 を 列 挙 し て い るｌｏ）
。

（２〕 非 財 務 報 告 に よる も の

財 務 報 告、 す な わ ち 従 来 の 財 務 的 フ レ ー ム ・ ワ ー ク で は 限 界 が あ る の で、 こ れ を 補 う も の と

して・ 非 財 務 報 告 が考 え ら れ 孔 こ れ は 早 期 に 実 現 で き る 可 能 性 があ り、 し か も 安 価 で あ 孔

グ レ イ は、 こ こ で 基 準 遵 守 報 告 書 と 社 会 監 査 を と り あ げ て い るｌｌ）
。

第 ３ 段 階 は、
パ ラ ダイ ム の変 化 に 伴う 新 し い 環 境 会 計 （現 行 会 計 の 枠 を 越え た 発 展 領 域） の

提 唱 で あ る。

グ レイ は、 国 連 の 「 ブ ル ン ト ラ ン ト ・ レ ポ ー ト」 の 「持 続 可 能 な 開 発」 概 念 か ら 派 生 し た

「持 続 的 維 持 （サ ス テ ー ナ ビ リ テ ィ）」 概 念 を 中 心 に 新 た な 環 境 会 計 を 提 唱 し て い る１２）
。

ま ず 前 著 “ 肋 θ ０ｍｅｍ伽ｇ ｏグ λ ㏄ｏｍｍαｍＣゾ を 発 展 さ せ た 形 で、 資 本 （資 産） を 「サ ス テ ー

ナ ビリ テ ィ」 的 観 点 よ り 分 類 す る。 す な わ ち、 自 然 資 本 と 人 工 資 本 に 大 別 し、 自 然 資本 をさ ら

に 「枯 渇 性 自 然 資 本」 ・ 「再 生 不 能 ／ 代 替 不 能 自 然 資 本」 ・ 「再 生 不 能／ 代 替 可 能 自 然 資

本」 ・ 「再 生 可 能 自 然 資 本」 に 分 類 す る。 そ し て、 各 資 本 項 目 相 互 間 の 代 替 関 係 や 増 減 を 環 境

面 を 考 慮 し て 記 録 ・ 報 告 す 孔 こ れ は 「持 続 的維 持 会 計」 と 呼 ば れ て い る。

２．
定 量 的 エ コ パ ラ ン ス

こ れ は、 ス イ ス の ミ ュ ラ ー ・ ヴ ェ ン ク の 提 唱 し た 「エ コ ロ ジ ー 簿 記」 を 基 礎 に 発 展 し た 定 量

的 計 算 シ ス テ ム で、 個々 の 企 業 の 環 境 負 荷 を 一 定 の 手 続 き に 従 い、 継 続 的 ・ 包 括 的 に 把 握 す

る１３）
。 そ の 最 大 の 特 徴 は、 環 境 へ の 負 荷 の 度 合 い を、 価 格 に よ ら ず、 エ コ ロ ジ カ ル な 希 少 性

（エ コ フ ァ ク タ ー） で 評 価 す る 点 で あ る。

各 環 境 負 荷 は、 そ れ ぞ れ に 特 有 な 物 量 単 位 に よ っ て 各環 境 負 荷 別 に 集 計 さ れ る。 次 に 全 体 的

判 断 を 行 な う た め に エ コ フ ァ ク タ ー を 用 い て 加 重 す る。 エ コ フ ァ ク タ ー と は、 環 境 負 荷 の 種 類

ごと の エ コ ロ ジカ ル な 観 点 か らみ た 希 少 性 の 尺 度 を 表 す 等 価 係 数 で あ り・ 「あ る 種 類 の 環 境 負

荷 の 現在 の 規 模 （Ｆ） と、 当 該環 境負 荷 の 危 機 的 な 規 模 （Ｆ。） と の 間の 関数」 と し て、 次 式 の

よ う に 示 さ れ る１４）
。
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エ コ フ ァ ク タ ー ＝ （１／Ｆ） × （Ｆ／Ｆｋ）

た と え ば、 今 電 気 の 消 費 量 が、 ７，５８６，９００ ｋＷ ｈ で 電 気 の エ コ フ ァ ク タ ー が １５．７５ ＵＢＰ／ｋＷ ｈ

（ＵＢＰ は 環 境 負 荷 単 位） とす れ ば、

エ コ ポ イ ン ト ＝ ７
，
５８６

，
９００ ｋ Ｗ ｈ × １５

．
７５ Ｕ ＢＰ／ｋ Ｗ ｈ ＝ １１９

，
４９３

，
６７５ Ｕ ＢＰ

と 計 算 さ れ る。

こ う した 計 算 を 各 環 境 負 荷 別 に 行 い、 最 後 に エ コ ポ イ ン ト を 合 計 す れ ば、 企 業 全 体 の 環 境 負

荷 を １ っ の 数 値 と し て 把 握 で き る の で、 環 境 負 荷 の 企 業 間 比 較 や 年 次 比 較 が 可 能 と な り、 企 業

は 環 境 面 で の 弱 点を 知 る こ と が で き る。 さ ら に、 こ の 方 式 を 製 品 に 適 用 す れ ば、 ＬＣＡ （後 述）

に 基 づ く 代 替 的 製 品 （素 材 ・ 部 品 ・ 加 工 工 程 な ど） の 環 境 負 荷 を １ っ の 数 値 で 把 握 す る こ とが

可 能 と な る。

し か し 現 状 で は、
「エ コ ロ ジ ー 簿 記」 に よ る 環 境 会 計 の カ ギ を 握 る エ コ フ ァ ク タ ー （ス イ ス

で Ｃ０２ な ど に っ い て ２０ 個 ほ ど 存 在 す る） 算 定 の 際 の 客 観 性 が 問 題 と な る。 今 後、 地 域 的 ・ 国

家 的 ・ 国 際 的 に い か に 適 正 な エ コ フ ァ ク タ ー を 算 定 す る か が 課 題 と な る だ ろ う。 同 じ よ う な 会

計 方 式 は、 オ ラ ン ダ や ス ウ ェ ー デ ン な ど の ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に も 存 在 す る が、 次 章 で 定 量 的 エ コ

バ ラ ン ス の 方 式 を 使 っ た 環 境 報 告 書 を、 ス ウ ェ ー デ ン の 自 動 車 メ ー カ ー で あ る ボ ル ボ 社 の 例 を

挙 げ て 説 明 す る こ と に す る。

ＩＶ 環 境 報 告 脅

１． 環 境 報 告 害

近 年、 環 境 情 報 の ス テイ ク ホ ル ダー へ の 開 示 手 段 と し て、 し ば し ば 環 境 報 告 書 が作 成さ れ る

よ う に な っ て き た。 環 境 情 報 は、 貨 幣 的 測 定 が 困 難な 場 合 が 多 い の で、
叙 述 形 式 や 物 量形 式 で

報 告さ れ る こ と が 多 い。 企 業 の 環 境 方 針、 環 境 対 策、 環 境 負 荷 値 な どを 記 載 した 環 境 報 告 書 は、

現 行 の 財 務 報 告 を 補 う も の と し て 有 効 で あ り、 し か も 安 価 な の で、 そ の 実 現 の 可 能 性 が高 い。

し か し、 実 際 に は 「イ メ ー ジ ・ ア ッ プ や 自 己 賛 美 の 報 告 書」 と な る ケ ー ス が 多 い の で、 自 主 的

な も の よ り も、 一 定 の 基 準 値 を 定 め、 そ の遵 守 状 況 を 報 告 さ せ る 方 式 が 考 え られ る。 グ レイ ら

も こ の 「基 準 遵 守 報 告 書」 を 高く 評 価 し て い る１５）
。 こ れ は 法 令 や 地 方 自 治 体、 産 業 界 の 環 境 規

制 な ど の 遵 守 度 を 示 す こ と に な る の で、 企 業 の 環 境 保 全 努 力 を 知 る こ と がで きる。 し か し 法 令

等 の 環 境 規 制 は、 通 例 最 低 の 遵 守 基 準 を 示 す の で、
基 準 と して はさ らに 高 度 な 企 業 独 自 の 倫 理

基 準 等 を 採 用 す る こ と が 考 え ら れる。

最 近、 ヨ ー ロ ッ パ の 環 境 先 進 企 業 で は、 定 量 的 エ コ バ ラ ンス を 記 載 し た 環 境 報 告 書 が 作 成 さ

れ て い る。 そ こ で、 ボ ル ボ 社 の 例 を 挙 げ て 具 体 的 に 説 明 す る こ と に す る。
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２． ボ ル ボ 社 の 環 境 報 告 害

１１〕 ボ ル ボ 社 の 環 境 方 針

ボ ル ボ 社 は 既 に、 １９７０ 年 代 よ り 環 境 政 策 を 経 営 方 針 の 大 き な 柱 と し て き た１６）
。 そ し て、

１９９５ 年 か ら世 界 最 初 の 「環 境 仕 様 書 シス テ ム」 を 導 入 す る こ と を 決 定 し た。 ボ ル ポ 社 は以 後

ス ウ ェ ー デ ン に お い て、 す べ て の 新 車 に 「環 境 仕 様 書」 を つ け る こ と に な っ た。 こ れ は ボ ル ボ

車 が 環 境 に 与 え る 負 荷 を、 車 が生 ま れ る 前 か ら 使 用 期 間 を 経 てリ サイ ク ル さ れ る ま で の 車 の ラ

イ フ サイ ク ル 全 体 に わ た っ て 数 値 で 明 ら か に し た も の で あ 孔

こ の 仕 様 書 に は、 「車 １ 台 に 使 わ れ る 地 球 資 源 の 種 類」 ・ 「塗 装 工 程 で の 有 機 溶 剤 の 量」 ・

「車 の 使 用 中 に 発 生 す る 有 害 物 質 や 回 収 ・ 分 別 の 必 要 な 重 金 属 の 名 称」 な ど、 多 岐 に わ た る も

の が 記 載 さ れ て い る。

つ ま り 環境 仕 様 書 は、 環 境 に 対 して の カ ルテ であ り、 ボ ル ボ の 車 が 環 境 に ど のよ う な 影 響 を

及 ぼ す か、 廃 車 後 ま で も 知 る こ と が で き る。

（２） ＥＰＳ に よ る エ コ バ ラ ン ス

ボ ルボ 社 の 製 品 は、 原 材 料 の 採 掘 か ら製 造 段 階に お い て、 さ ら に 製 品 の 販 売、 使 用 か ら廃 棄

（リ サ イ ク ル） ま で の ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 に わ た っ て 環 境 に 影 響 を 与 え 孔 そ こ で ボ ル ボ 社 は・

１９８９ 年 製 品 の 環 境 へ の 総 合 的 影 響 度 を 調 査 す る た め ＥＰＳ （Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ１ Ｐｒｉｏｒｉｔｙ Ｓｔｒａｔｅｇ－

ｉｅｓ ｆｏｒ Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｄｅｓｉｇｎ 一 製 品 設 計 に お け る 環 境 優 先 戦 略） と 呼 ば れ る ラ イ フ サ イ ク ル 分 析 シ

ス テ ム を 導 入 し た１７〕
。 こ れ は、

ボ ル ボ 社 が ス ウ ェ ー デ ン 環 境 研 究 所 （ＩＬＶ）、 ス ウ ェ ー デ ン 産

業 連 盟 と 共 同 開 発 した もの であ る。

ＥＰＳ で は 環 境 へ の 影 響 を、 「ＥＬＵ」 （環 境 負 荷 ユ ニ ッ ト） と い う 指 標 を 用 い て 表 す。 原 材 料

の 採 掘 か ら 廃 棄 ま で の そ れ ぞ れ の 過 程 で、 そ の 製 晶 が 原 因 で 発 生 す る ＮＯｘ や ＳＯｘ な ど の 量

を 調 査 し な が ら
、

ＥＬＵ が 決 定 さ れ る。

ＥＬＵ の 基 本 等 式 は 「環 境 指 数 × 量 ＝ 環 境 負 荷 値」 で 表 さ れ る。

こ の 場 合 の ＥＬＵ、 環 境 指 数 は、 定 量 的 エ コ バ ラ ン ス の エ コ ポ イ ン ト、 エ コ フ ァ ク タ ー に 相

当 す る も の で あ る。

各 過 程 で の ＥＬＵ を 合 計 す る こ と に よ っ て、 ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 の ＥＬＵ を 知 る こ と が で き

孔 ボ ル ボ は・ 合 理 的 で エ ネ ル ギ ー 効 率 が 高 く・ 環 境 に や さ し い 車 を 目 指 し て・ １９９２ 年 末 に、

先 端 技 術 を 駆 使 し た ＥＣＣ を 発 売 し た。 現 在 の ボ ル ボ と 各 種 ＥＣＣ の 生 産、 全 使 用 期 間 お よ び

ス ク ラ ッ プ 化 に 伴 う 環 境 へ の 影 響 を 比 較 す る と・ 図 １ の よ う に な る。

こ の よ う に ＥＬＵ を 数 値 で 表 せ ば 企 業 の 内 部 管 理 に 役 立 つ ば か り で な く、 環 境 報 告 書 に 記 載

す る こ と に よ っ て 外 部 報 告 に も 役 立 つ こ と に な る。 今 後、 こ の よ う な 方 式 を 用 い た 環 境 報 告 書

の 公 表 が、 大 い に 期 待 さ れ る。
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‡ Ｅ Ｌ Ｕ

３３
，
ＯＯＯ 〉

２６
，
ＯＯＯ 〉

１５
，
ＯＯＯ 〉

９
，
ｏｏｏ 〉
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現 在 の ポ ル ポ ポ ル ポ ＥＣＣ ポ ル ポ ＥＣＣ ボ ル ポ ＥＣＣ ポ ル ボ ＥＣＣ

ガ ス タ ー ビ ン ガ ス タ ー ピ ン ガ ス タ ー ビ ン ガ ス タ ー ビ ン を

をｌＯＯ％ 使用、 を３０％、 重油 を３０％、 水力 ３０％、 重油を携 料

デ ィ ー ゼ ル油 を 燃 料 とす る 発竃 所 の 言力 とす る 発 竃 所 の

を燃 料とする 発 冒 所 の冒 力 を７０％ 使用 重力を３５％ 使用、

を ７０％ 使用 水力 発 電 所 の 薗

力をヨ５％ 使用

（出 所） 『ボ ル ボ 環 境 報 告 書』 １９９５ 年、 ３ 頁。
‡ ＥＬＵ は、 環 境 負 荷 値。

図 １ 生 産、 全 使用 期 間 お よ び ス ク ラ ッ プ化 に 伴 う 環 境 への 影 響の 比 較

Ｖ 国 際 的 対 応

環 境 間 題 は、 国 内 の特 定地 域 で 発 生 し た 公 害 問 題 と は 異 な り、 国 境 を 越 え、 複 数 の 国 さ らに

は グロ ー バ ルな 規 模 で発 生す る 広 域 的 ・ 長 期 的 な 間 題 で あ る。 した が っ て、 環 境 問 題 の 解 決 の

た め に は、 関連 す る 国々 の 合 意 に 基 づ い た 国 際 的 対 応 や、 国 際 的 枠 組 み 作 り が必 要 で あ る。 そ

こ で 次 に、 こ の 点 に 関 し て の 国 際 機 関 の 動 向 を 見 て い く こ と に す 孔

１
． 国 連

国 連 で 最 初 に 注 目 さ れ る の は、 １９８４ 年 に 発 足 し た 「環 境 と 開 発 に 関 す る 世 界 委 員 会」

（Ｗ ＣＥＤ） が、 そ の ３ 年 後 に 公 表 し た 「ブ ル ン ト ラ ン ト ・ レ ポ ー ト」 と 呼 ば れ る レ ポ ー ト で あ

る。 こ の レ ポ ー ト で は、 今 日 の 環 境 問 題 の キ ー ・ コ ン セ プ ト と な っ て い る 「持 続 可 能 な 開 発」

（ｓｕｓｔａｉｎａｂ１ｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ） が 提 唱 さ れ て お り、 そ の 意 味 で 画 期 的 な も の で あ る。

一 方、 国 連 は こ れ に 先 立 っ １９８２ 年 に、 経 済 社 会 理 事 会 の 下 部 機 関 で あ る 多 国 籍 企 業 委 員 会

に 会 計 基 準 の 国 際 的 調 和 化 の た め 「国 際 会 計 ・ 報 告基 準 に 関 す る 政 府 間 専 門 家 作 業 部 会 （以 下

「政 府 間 作 業 部 会」 と す る）」 を 設 置 した。 「政 府 間 作 業 部会」 は、 毎 年 定 期 的 に 開 催 さ れ・ そ

の 活 動 状 況 を 多 国 籍 企 業 委 員 会 に 報 告す る こ と に な っ て い る。

そ し て、 「政 府 間作 業部 会」 が 環 境 開示 の 問 題 に 最 初 に 触 れ た の は、 １９８９ 年 ３ 月 に 開 催 さ れ

た 第 ７ 会 期 の こ と で あ る。 す な わ ち、 適 切 な 環 境 会 計 が、 内 部 管 理 者、 政 府、 労 働 者 お よ び 一

般 大 衆 に 必 要 な こ と、 そ の ため 従 来 の 伝 統 的 企 業 会 計 ・ 報 告 の 限 界 を 解 明 し、 こ れ に 対 応 せ ね

ば な ら な い、 と の 見 解 を 示 し た１８）
。

第 ７ 会 期 （１９８９ 年） の 報 告 書 で は 要 約 の 部 分 で、 ① 環 境 イ ンパ ク ト報 告、 ② 天 然 資 源、 ③
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公 害 レペ ル、 ④ 事 故 可 能 性、 ⑥ 廃 棄 物 処 理 が例 示さ れ て い る が、 こ れ ら が 将 来 大 き な 問 題 に

な る だ ろ う と の 予 測 を 述 べ る に 留 ま っ て い る１蓼）
。

第 ８ 会 期 （１９９０ 年） で は、 環 境 報 告 規 制 と 実 務 に つ い て レ ヴ ユ ー す る た め １０ カ 国 ２０ 社 に

対 し 質 問 状 を 送 付 し た２ｏ）
。 こ の レ ヴ ユ ー の 結 果、 各 国 に は 環 境 規 制 当 局 が 存 在 し、 公 害 防 止 の

遵 守 基 準 が 定 め ら れ て い る が、 会 計 処 理 ま で は 規 制 し て い な い こ と、 ま た い ず れ の 国 で も
、 環

境 対 策 に 関す る 特 別 な 会 計 基 準 は 設 け られ て いな い こ と が 判 明 し た。

さ らに 「政 府 間 作 業 部 会」 は、 レ ヴユ ー の 結 果 と 各 企 業 か ら の 環 境 情 報 開 示 に 対 す る 要 望 を

考 慮 して、 「国 連 イ ニ シア テ ィ ブ」 と し て 知 ら れ る 「環 境 対 策 の た め の 会 計 ・ 報 告」 に 関 して

の 勧 告 を 行 な っ た。

第 ９ 会 期 （１９９１ 年） で は、 環 境 支 出 と 環 境 負 債 の 開 示 に 関 す る 実 態 調 査 と 第 ８ 会 期 の 「勧

告」 に 対 す る 各 国 政 府、 会 計 基 準 設 定 主 体 及 び 産 業 界 の 反 応 が レ ヴユ ー さ れ・ そ の 「勧 告」 を

修 正 し た も の が 示 さ れ た２１）
。

そ し て 第 １０ 会 期 （１９９２ 年） で は、 環 境 情 報 を 開 示 し て い る と 予 想 さ れ る ６ 産 業 に 関 し て

２２２社 の 年 次 報 告 書 を 調 査 し た。 調 査 の 結 果、 何 ら か の 形 で 環 境 へ のイ ン パク ト に 関 す る 情 報

を 開 示 し て い る 企 業 は １９１ 社 で・ 全 体 の ８６％ に 相 当 す 孔

こ の う ち 財 務 情 報 に つ い て は・ 資 本 的 支 出・ 研 究 開 発 費・ 営 業 費・ 環 境 浄 化費 の 順 で 開 示 さ

れ、 環 境 負 債 に 関 し て は ７ 社 だ け が 偶 発 債 務 と し て 開 示 し て い る だ け で あ る２２）
。

こ の よ う に み て く る と
、 国 連 の 企 業 環 境 報 告 の 特 徴 は、 多 国 籍 企 業 の 情 報 開示 が 中 心 と な っ

て い る こ と と、 処 理 基 準 で は な く 報 告 基 準 が 重 視 さ れ て い る こ と で あ る。

国連 は 企 業 の 環 境 報 告 に 関 し て・ 年 次 報 告 書 に お い て 報 告 す べ き 項 目 の 「ミ ニ マ ム ・ ガイ ド

ラ イ ン」 の 形 成 を 目 指 し て い る と 考 え ら れ る。 し た が っ て、 今 後 国 連 の 「政 府 間 作 業 部 会」 の

動 向 に 注 意 を 払 っ て い く 必 要 が あ る。

２
．

ＯＥＣ Ｄ
，

Ｉ１ｌＵ
，

ＩＳ０

０ＥＣＤ （経 済 協 力 開 発 機 構） は、 現 在 ２５カ 国 が 加 盟 して い る が、 環 境 問 題 を 専 門 的 に 研 究

す る た め に 環 境 政 策 委 員 会 を 設 置 し て き た。 そ し て １９９１ 年、 ＯＥＣＤ 理 事 会 勧 告 を 採 択 し た。

そ の 勧 告 の 中 で 会 計 分 野 に 関 連 す る も の と して 環 境 保 護 の た め の 経 済 的 手 法 と して、 ① 課 徴

金 及 び 環 境 税・ ② 排 出 権 売 買 制 度・ ③ デポ ジッ ト （預 り 金） 制 度・ ④ 資 金 援 助 （補 助 金 等）

を 掲 げ て い る２３）
。 ま た １９９３ 年 ３月 「税 制 と 環 境 に 関す る 作 業 部 会」 は、 環 境 税 を 導 入 す る 際

の 間 題 点 へ の 対 応 を 示 した 報 告書 を 公 表 し た。

ＯＥＣＤ で は 環 境 問 題 や 環 境 政 策 に 関 す る 報 告 書 と し て 『ＯＥＣＤ 環 境 白 書」 を 初 め 数 多 く の

出 版 を し て い る が、 そ れ は主 と し てマ ク ロ 経 済 的 な 環 境 情 報 に 関 す る もの で あ る。

一 方、
ＥＵ （欧 州 連 合） で は、 １９９４ 年 ４ 月 よ り 「エ コ 管 理 ・ 監 査 ス キ ー ム」 （Ｅｃｏ－Ｍａｎａｇｅ－

ｍｅｎｔａｎｄ Ａｕｄｉｔ Ｓｃｈｅｍｅ：Ｅ Ｍ ＡＳ） が 実 施 さ れ た こ と が 特 に 注 目 さ れ る。 ＥＭ ＡＳ は、 環 境 業
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績 の 継 続 的 改 善 を 主 眼 と し、 そ の 達 成 の た め の 方 策 と し て、 ① サ イ ト に 関 し て、 環 境 方 針 ・

環 境 計 画 ・ 環 境 管 理 シ ス テ ム を 確 立 し、 実 施 す る こ と、 ② こ れ ら の 各 要 素 の 業 績 を、 体 系

的・ 客 観 的 か っ 定 期 的 に 評 価 す る こ と （環 境 評 価）、 ③ 環 境 業 績 につ い て の 情 報 を 一 般 に 提 供

す る こ と （環 境 報 告 書） が 要 求 さ れ て い る２４）
。

し た が っ て こ の 規 則 に よ れ ば、 企 業 の サ イ ト は ま ず 環 境 管 理 シ ス テ ム を 構 築 し、 次 に 企 業 自

ら の 手 に よ る 監 査 （内 部 監 査） を 実 施 し、 そ の 結 果を 基 に 環 境 報 告 書 を 作 成 し、 こ れ を 外 部 の

公 認 環 境 検 証 機 関 が 検 証 し 公 表 す る。 こ の よ う に して、 企 業 活 動 の 環 境 業 績 を 継 続 的 に 改 善 し

て い こ う と す る も の で あ る。 ＥＭ ＡＳ は 現 在 企 業 の 任 意 参 加 の 形 を と っ て い る が、 こ の 制 度 に

参 加 す れ ば、 ロ ゴ マ ー ク の 使 用 が 許 可 さ れ る。 ロ ゴ マ ー ク を 使 用 し て い る こ と は、 環 境 に 配 慮

し て い る 企 業 と 社 会 的 に 評 価 さ れ る こ と にな る の で、 今 後 多く の 企 業 が こ の 制 度 に 参 加 す る こ

と が 考 え ら れ る。

さ ら に、 ＩＳＯ （国 際 標 準 化 機 構） の 活 動 も 重 要 性 を 増 し て い る。 ＩＳＯ は、 １９４７ 年 に ロ ン ド ン

で 設 立 さ れ た 国 際 的 標 準 化 及 び関 連 す る 活 動 の 発 展 と 促 進 を 図 る 非 政 府 間 機 構 で、 本 部 は ジュ

ネ ー プに 置 か れ て い る。 玉ＳＯ の 最 大 の役 割 は、 国 際 貿 易 の 場 で 間 題 に な る 「技 術 的 障 壁」 の 除

去 で あ る。

ＩＳＯ は、 地 球 環 境 間 題 に 対 処 す る た め ＴＣ （専 門 委 員 会） ２０７ を 設 置 し た。 ＴＣ２０７ の 目 的 は、

環 境 管 理 に 関 す る 国 際 的標 準 化 の作 業 を 進 め る こ と で あ る。 そ し て １９９３ 年 ６月 よ り 現 在 ま で、

環 境 管 理 に 関 す る ＩＳ０ 規 格 １４０００ シ リ ー ズ の 策 定 を 進 め て い る２５）
。

そ の た め ＴＣ２０７ で は、 環 境 管 理 シ ス テ ム、 環 境 監 査、 環 境 ラ ベ リ ン グ、 環 境 パ フ ォ ー マ ン

ス 評 価、 ＬＣＡ （ラ イ フ サ イ ク ル ・ ア セ ス メ ン ト） お よ び 用 語 と 定 義 に 関 す る ６ つ の ＳＣ （サ ブ

コ ミ ッ テ ィ ー） を 設 け て 検 討 を 行 な っ て い る。

こ の う ち 特 に ＬＣＡ （ＳＣ ５） は、 先 に 述 べ た 定 量 的 エ コ バ ラ ン ス の 評 価 と 密 接 不 可 分 な 関 係

に あ る の で、 今 後 の 討 議 を 注 意 深 く 見 守 っ て い く 必 要 が あ る。

ＶＩ 課 題 と 展 望

豊 か な 社会 を 求 め て の 急 激 な 経 済 発 展 は、 一 方 で、
「狭 い 意 味 の 環 境 間題」 で あ る、 排 出 物

に よ る 大 気 ・ 水 質 ・ 土 壊 汚 染 な ど の 間 題 と、 希 少 な 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー の 消 費 と い う 間 題 を 含 ん

だ 「広 義 の環 境 間 題」 の 両 者 を 引 き 起 こ す こ と に な っ た。 今 後こ の 「広 義 の 環 境 問 題」 が 世 界

的に ま す ま す 激 化、 顕 在 化 す る の は 明 らか な こ と だ と思 わ れ る。

こ の よ う な グ ロ ー バ ル な 環 境 悪 化 に、 我 々 は ど の よ う に 対 処 し て い っ た ら よ い の だ ろ う か。

さ ら に 一 方 で は、 企 業 経 営 は 高 い 資 本 利 益 率 （ＲＯＥ
，

ＲＯＩ）、 大 き い １ 株 当 た り 利 益 （ＥＰＳ）

な ど の 収 益 性 向 上 を 絶 え ず 求 め ら れ る。 現 在 こ れ ら の 数 値 の 小 さ い わ が 国 企 業 は、
金 融 ビッ グ

バ ン を 迎 え、 な お い っ そ う の 収 益 性 向 上 を 要 求 さ れ る。
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こ の よ う な 困 難 な 状 況 の 下 で、 収 益 性 と 環 境 調 和 性 を 両 立 さ せ る こ と を 目 指す 環 境 会 計 の 理

論 構 築 と 企 業 に よ る そ の 積 極 的 実 践 が期 待 さ れ る。

企 業 は 収 益 を あ げさ え す れ ばよ い、 と い う 今 ま で の 考 え 方 で は・ こ れ か ら の 激 動す る 時 代 を

生 き 残 っ て い く こ と は で き な い だ ろ う。 し か し 企 業 活 動 は、 も と よ り ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で は な

い。 こ こ が 難 し い と こ ろ で あ り、 企 業 経 営 で 苦 慮 す る 点 で あ る。 こ の よ う な 企 業 と そ の 利 害 関

係 者 の た め に、 環 境 会 計 は 役 立 っ も の で な け れ ば な ら な い。

収 益 性 と 環 境 調 和 性 の 両 立 を 目 指 す 環 境志 向 的 企 業 の 意 思 決 定 を 促 進 し、 環 境 志 向 的消 費 者

に 適 切 な 情 報 を 提 供 し、 ま た さ ら に グ リ ー ン ・ イ ン ベ ス タ ー を 育 成 す る な ど 環 境 会 計 に 課 さ れ

た 課 題 は 大 き い。

こ れ ら の 要 請 に 加 え て、 企 業 経 営 が グ ロー バ ル 化 し、 環 境 悪 化 が 国 際 的 に 進 展 す る 中 で、 環

境 会 計 は 国 際 環 境 会 計 へ と 発 展 す る 必 要 があ る だ ろ う。
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